
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘによるＥＢＳＤ離散データの解析 
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概要 

 ＬａｂｏＴｅｘはＭＴＥＸに比べ、ＥＢＳＤデータのような離散データに対し、直接的な解析が 

   行われている。ＭＴＥＸは、解析結果に対し分散処理が行われている。 

   同じ分散所処理を目的に、ＬａｂｏＴｅｘ入力データの分散処理をＥＢＳＤｔｏＯＤＦソフトウエアで 

   行った。あるいは、ＬａｂｏＴｅｘのＪｏｂデータ対し平滑化を行った。 

   今回、ＭＴＥＸと同じ分散処理をＪｏｂ対して行いました。 

   この分散処理はＬａｂｏＴｅｘ管理下のＪｏｂデータに対し、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアで 

   行います。 

   新設されたＪｏｂデータはそのままＬａｂｏＴｅｘで処理できます。 

 

     

 

 以下にＭＴＥＸと比較を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸで解析 

 

Odf=CalcDensity(ans.orientations,’halfwidth’,10.0*degree) 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで解析 

 

GPODFDisplayで Job1/ODFファイルを読み込み分散処理を行う 

 

 

処理結果からＪｏｂファイル作成 

 

 

 

 

 



分散処理前と処理後 

 

 

 

 

 

ＭＴＥＸ（ＣＣＷ）とＬａｂｏＴｅｘ（ＣＷ）ではＴＤ方向（極点図の回転）が異なります。 

 

極点図をＥｘｐｏｒｔしＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅでＣＣＷ回転に統一されます。 

 


